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1 計画の趣旨

2 計画の基本理念と基本方針

　愛媛県では、資源の循環的利用と廃棄物の減量化、適正処理を進める「環境への負荷が少

ない循環型社会の構築」のための計画を策定し、環境と調和した暮らしづくりを推進します。

基本理念を実現するため、３つの基本方針のもとに、各種の取組みを展開します。

計画期間 平成23年度 ～ 平成27年度までの５年間

不法投棄防止看板 食品製造残さの家畜の飼料化
（エコフィード）

環境教育

レジ袋無料配布中止キャンペーン
（新居浜市）

不法投棄防止対策推進協議会による
パトロール

愛媛の3R企業展
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3 一般廃棄物の排出・処理等の現状

　平成22年度におけるごみ総排出量（生活系

ごみ＋事業系ごみ＋集団回収量）は486千トン、

1人1日当たり排出量は914gとなっています。

　平成22年度における本県のごみ総排出量486千トンのうち、集団回収量を除く計画処理量は

474千トンとなっており、337千トンが中間処理により減量化（減量化率71.2％）、90千トンが再

生利用（再生利用率18.6％）、59千トンが最終処分されています。

※（ ）は計画処理量に対する比率を示します。再生利用量のみごみ総排出量に対する比率を示します。

1 排出量

2 処分・処理状況

集団回収量
12千ｔ

計画処理量
474千ｔ

（100.0％）

処理残さ
106千ｔ
（22.4％）

減量化量
337千ｔ
（71.2％）

中間処理量
443千ｔ
（93.6％）

直接最終処分量
13千ｔ
（2.7％）

直接資源化量
18千ｔ
（3.8％）

処理後再生利用量
60千ｔ

（12.7％）

処理後最終処分量
46千ｔ
（9.7％）

ごみ総排出量
486千ｔ

自家処理量
0千ｔ

再生利用量
90千ｔ

（18.6％）

最終処分量
59千ｔ

（12.4％）
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最終処分量は
減少傾向で推移
しています。

再生利用率は
増加傾向で推移
しています。
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4 産業廃棄物の排出・処理等の現状

　平成21年度に県内の事業所から排出された

産業廃棄物は8,005千トンとなっています。

　平成21年度における本県の産業廃棄物の排出量8,005千トンは、5,266千トンが中間処理

により減量化（減量化率65.8％）、2,253千トンが再生利用（再生利用率28.1％）、482千ト

ンが最終処分されています。

1 排出量

2 処理・処分状況

排出量
8,005千t

製造業
5,515千t
68.9％

その他
96千t　1.2％

電気・水道業
835千t
10.4％

建設業
655千t　8.2％

農業
903千t
11.3％

排出量
8,005千t

汚泥
5,632千t
70.4％

その他　213千t　2.7％
燃え殻　59千t　0.7％

動物のふん尿
902千t
11.3％

がれき類
544千t
6.8％

ばいじん
406千t　5.1％

木くず
161千t　2.0％

廃プラ類
88千t　1.1％

排出量
8,005千t

宇摩圏
4,363千t
54.5％

宇和島圏
112千t　1.4％

新居浜・西条圏
1,500千t
18.7％

今治圏
360千t
4.5％

松山圏
1,040千t
13.0％

八幡浜・大洲圏
629千t
7.9％

※（ 　）は排出量に対する比率を示します。資源化量のみ発生量に対する比率を示します。

有償物量
341千ｔ

排出量
8,005千ｔ
（100.0％）

残さ量
2,414千ｔ
（30.2％）

減量化量
5,266千ｔ
（65.8％）

中間処理量
7,680千ｔ
（95.9％）

直接最終処分量
280千ｔ
（3.5％）

直接再生利用量
44千ｔ
（0.5％）

中間処理後再生利用量
2,209千ｔ
（27.6％）

再生利用量
2,253千ｔ
（28.1％）

中間処理後最終処分量
202千ｔ
（2.5％）

発生量
8,346千ｔ

資源化量
2,594千ｔ
（31.1％）

最終処分量
482千ｔ
（6.0％）
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最終処分量は
減少傾向で推移
しています。

再生利用率は
増加傾向で推移
しています。
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○業種別：製造業が最も多い

○種類別：汚泥が最も多い

○圏域別：宇摩圏が最も多い

本県の特徴

【業種別】 【種類別】 【圏域別】
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5 減量化目標
　愛媛県では、平成27年度における一般廃棄物及び産業廃棄物の減量化目標を以下のとおり

とします。

１．ごみ総排出量を平成22年度から約10％削減する（435千トンに削減）。 
　（１人１日当たりの排出量を平成22年度から約６％削減。）

２．再生利用率を約25％に増加する（再生利用量を113千トンに増加）。

３．最終処分量を平成22年度から約20％削減する（47千トンに削減）。

１．排出量を平成21年度から約６％削減する（7,500千トンに削減）。

２．再生利用率を約36％に増加する（再生利用量を2,750千トンに増加）。

３．最終処分量を平成21年度から約20％削減する（275千トンに削減）。

1 一般廃棄物の平成27年度減量化目標

2 産業廃棄物の平成27年度減量化目標
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6 循環型社会づくりへの取組み

1 基本方針と重点施策



7

第
三
次
え
ひ
め
循
環
型
社
会
推
進
計
画

2 各主体に期待される役割

県　民
◦3Ｒ活動・環境に配慮した消費行動（環境にやさしい買い物）の実践
◦ごみを出さない生活スタイルへの転換
◦ごみの分別・資源回収への協力
◦各種リサイクル法の理解とそれに基づく廃棄物の適正処分、不法投棄防止への協力

NPO
・
大学等

◦フリーマーケットの開催
◦3Rや環境に関する講座の実施など県民・消費者への啓発
◦新しいリサイクル技術やシステムの研究・開発
◦3R関連技術や環境に関する知識の普及・啓発
◦事業者や行政との共同研究

処理業者

◦適正処理の実施、処分場の適正管理
◦新しいリサイクル技術やシステムの構築
◦有害物質の適正管理
◦廃棄物処理法や各種リサイクル法の理解
◦技術・知識の向上（講習会への参加）

排出
事業者

◦拡大生産者責任の徹底
◦環境にやさしい製品やサービスの提供
◦事業活動における3Rの実践
◦新しいリサイクル技術やシステムの構築
◦廃棄物処理の適正委託や資源循環促進税の適正な負担
◦有害物質の適正管理
◦廃棄物処理法や各種リサイクル法の理解

行　政

◦3R活動や廃棄物・リサイクル関係制度の普及啓発
◦分別収集の徹底、資源回収の支援、ごみ収集・処理やリサイクルの効率化
◦廃棄物処理業者の指導・育成、廃棄物適正処理の推進、廃棄物最終処分場の適正管理
◦熱回収の普及促進、リサイクル技術の研究開発
◦循環型社会ビジネスの振興
◦グリーン購入の推進、地域循環圏の構築、不法投棄防止対策
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